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・恵那市の家庭から排出される可燃ごみのうち

約１/４が⽣ごみです。

・恵那市では⽣ごみの削減するために、

「バッグ型コンポスト」を使って実証試験を

⾏います。

・皆様のご協⼒をお願いいたします。

１．はじめに
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２．皆様に⾏っていただきたいこと
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（１）配布するバッグ型コ
ンポストを使い家庭から排
出される⽣ごみを堆肥化す
る。

（２）バッグ型コンポスト
記録表に記録する。

（３）記録した表はモニ
ター終了後、市に提出する。



２．配布品
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（１）バッグ型コンポスト（以下バッグ︓左下写真）
1個

（２）コンポスト基材（以下基材︓左下写真）
1袋（約1,500ｇ）

（３）堆肥回収⽤⽣分解性プラ袋（写真右下）



３．堆肥化の進め方
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（１）個人で準備

・スコップ（基材と生ごみを混ぜ合わせます。

材質はステンレスがおすすめ）

・バッグを置く台（通気性が確保できる物：写真右下）

（２）コンポスト基材をセットする。（写真左下）
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（３）生ごみ投入期間（12/17～2/10）

①一口大に切って入れる。

②水切りの必要はない。

③投入量 ～450ｇ/日（記録表に記入）

④バッグに基材を入れ、風通しのいい台の上に置く。
（屋外の⾬がかからないベランダ、軒下や⽞関先等がおすすめです）
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⑤投入する生ごみ

⑥堆肥化のポイント
・投入開始1週間くらいは、生ごみを基材の中心に投入して小さく混ぜ合わせる。

1週間を過ぎたら全体に大きく混ぜていく。

・分解が遅いときは、廃食用油やカロリーの高い物を投入する。

・臭いが気になった時はよく混ぜ込む。

・虫対策として、生ごみを蓋つきの容器に入れる。

投⼊していいもの 投⼊に適さないもの
調理くず（野菜の⽪・卵の殻・種） たけのこ、栗の⽪など
⾷べ残し ⾙類
⾁、⿂の⾻や、⽪ ティーバックの紙類
傷んだ⾷品 落ち葉、⽣花、雑草
廃⾷⽤油（1回につき100ccまで） ペットの糞
コーヒーかす、茶葉
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（４）堆肥熟成期間（2/11～3/10）

生ごみ投入期間終了後、3週間ほど熟成させます。

①週2～3回水を500㎖～1ℓ程入れ良く混ぜ込む。

②熟成中は堆肥がしっとりとした状態を保つ。

③白カビは分解が順調なサインです。



恵那市水道環境部環境課
課

10

（５）堆肥使用期間

熟成期間が終了後、自宅で活用してください。

自宅で活用方法がない場合は市が回収します。

【家庭での活用方法】

・堆肥は、堆肥1：土2～3の割合で土と混ぜて

プランター等で使用できます。

・すぐに使わない場合は

乾燥させて保存ができます。
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（１）全体スケジュール

４．スケジュール

⽇程 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉

①モニター説明会 12⽉17⽇ 12⽉18⽇

②⽣ごみ投⼊期間 12⽉18⽇ 2⽉10⽇

③熟成期間 2⽉11⽇ 3⽉10⽇

④堆肥回収意思調査 2⽉下旬

⑤バック・堆肥回収⽇ 3⽉11⽇

【注意】
②生ごみ投入期間：別紙バック型コンポスト記録表に必要事項を記入してください。
④堆肥回収意思調査：メールもしくは郵送により意思調査を行います。

同時にバッグ型コンポスト記録表の提出案内を行います。
⑤バック・堆肥回収日：意思調査によりバッグ・堆肥の回収を希望する場合、自宅

に訪問し回収します。
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５、お問い合わせ先
（１）恵那市役所環境課

担当者 近藤・藤井
TEL 0573-26-2111（内線208・209）
FAX 0573-25-8204
mail kankyou＠city.ena.lg.jp

（２）ローカルフードサイクリング株式会社公式ホットライン
（バッグ型コンポストメーカー）

困ったときはLFCホットラインへ

「トラブルが起きたときはどうしよう」等不安
や悩みを、コンポストのプロがサポートして
くれます。
ＬＩＮＥ登録して話しかけてみてください。




